
矢の島で矢竹を見て驚く

昭和37年の始めごろ、阪本知事の斡旋で森繋久弥が矢

J4。ιうL、う人j主に買われる IIIIに、この烏の生物の状態
を調べてみたし、ものだと工 11 : 勝氏に無人島、矢島の調型t
方を申 L込んでお¥， '/':"0 とふろが昭和37年10月25日、夕
方、ノジギク保存会の工会長、木下副会長から電話があ
り‘両氏の知人岸本重弥氏の御好意で、一切の調交費用

を提供するから271'1から28日に家島から矢の島を案内す
るつそれで動、柏、鉱物の学者を25名まで研究の便を青|
りたL、泊、ら、人選を任す....・ 0 と言って来た。早速、兵

27RTE午
飾磨港へ採集1丘声、? を一杯詰めたリュッタサック姿で一行
が1i'" :tニ
矢の島の矢竹
竹の向1，1滞政時代tこは姫路藩の最も大切な武器倉庫と
も百うべきとニみであった。矢は武器の一種で、その栽
府供給地として、かけがえのなL 、防であった。藩主は4
Jコghにうこ奉行をlf't:l
11.;f， な市であるのも L 栽培中の矢竹を伐採するような不
均午ものが見ilかると容赦なく打首の極刑にのぞんだ。
矢竹の多系統を植えてし、るのに驚く

古住;主力1ιのJ治を選んだよとは板秘にすることであったこ
とが何われるCc 、ま本島を歩L 、てみて一昨年、昨年ヵ、ら
本イ1・tニρ、けて開花枯死 Lた稗を発見することができる
が、大部分のl也域は未開花で生育を続けてし、る斗とであ
る。ニのニと 11矢竹の幾つカ 3のグ、ノレープを植えてL、るニ
とを物語るものである。矢竹類は開花後、科と地下茎が
れli死 L
今までには少なくとも 7 8 ftーを要するものである。

室 井

とιろが本島のように幾系統かを楠えてあることは、
どんな開花と需う最悪事態に遭遇しても矢の製造が中断
されると言うような心配がないιとである。この点は大
L  、に矢竹の性質を利用すると言うことから考えぬし、た鴛
くべき秘衛的な処置で、あったと思う O

矢竹のtj - :育には風、 ιとに冬の風を強く忌むものであ
るO それで冬の北風を防く。ために北西部ヵ: 向く、銚え向
きにj也形ができてL、るつ北部の断岸部にハクチノキ、ウ
パメガシ、タアノキ、ヤプニソケイなどと言う常緑樹を
防風林として{ 求手{L、ι九が3たはよく 1!?清 /1:.1旬、されてL、
る} とであゐむ
本島に矢竹を値えたのは矢竹栽培の秘法を維持するた

めであゐ。土地は案外よく肥え、全防の大半がタフノキ
で被われてレるが、それを点、綴L て矢竹が生えてレる。
ずっと過去の蒋政H寺代にはタアノキは大いに防風のため
i二役立てて. 年々伐採されて枝葉の生育を制限L たニと
はl珂らカ aで、切株を見ると大きく、その1 ，. きさつをよく
物語っ山、る。もっとも現在ではタフノキがよく茂り、
その群落中では矢竹がすっかり負けて葉を落 L枯れかか
ってL 、るものさえある。
4 の烏の最高部は58mで、頂上付近の矢竹のよく茂っ

たものは直径 2cm、長さ 5 mの実tこ立派な竹稗であっ
た。現存は放置状態でアパキ、 トベラ、ウパメカ、シ、タ
イミンヌチパナ、クサギ、イヌザンショウ、マサキなと
の生育じ任せて、 ζれ位‘生育が感んであるから、かつ
て務政時代のようにf 入れをすみと、きっと何併かの良
材が伐採されたニとであゐう。
郷土への感謝
:11'. '1 、! 誌の調賓がすっカ、り済んだ。小; 存日午:IH'::'さぎ波

の打つ浜で‘御馳走を一杯詰め込んだ船を横づけてビー

| にし U 由。家島の魚屋を覗くと生けすから生きたもの
| を引き揚げて売員オる。 L 、まは生きたものの御馳走が次
々えと 1+¥てくるο 全員で岸本氏の御好意、じ感謝 Lた。
L  、主、海岸にV. .-.，て作れ故郷、赤穂市有f干の方を矢竹

越 uニ眺めたとき、ふと万葉の秀歌を忠L、浮べ村|先lニ感
;謝L た。
万葉集、巻 7 の12361ニ

とある。シヌ、すなわちシノ、あるL
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れていることをひそ泊、に! 泳んだ歌で、ちょうと. この日J

/ 工と合秋人がひょっこり肌l ，-Cの献であろう
植物学上よりみた矢島
¥¥I'i物ιι 上、っさのふがJJ;; U 九l

1  ハクチノキ、プ' ) ，ノラアカザのあること
パク千ノキは淡路南部ιあると言われたが現f r .IF徹な

ものは知られてL 、なし〕ここi斗主 3 メートノLに余る数株
がJJO{ょする 4 と泊 1ら、 :t有泊、縦突である 惜しし、 4 とに
はMI"Iも薪として伐隠されてL るとまた、カワラアカザ
は11，'，ljの周辺の絶Hrの 111会，-.:.'1 えてL、;;.>.)0
2  ネザサのts:. l、ニと、
初日Jは勿論、不ザサは十l.iliの諸局iこ! ムく、極く持通に

はられるカイ¥ 島，-':'Lt 1本も見られなカ白った門 4二の 4 とは
本j詰カイ、j近の島々より先きんじて分断した} とを示す資
料と L て大切なことである c

3  オオヤ 7 つウ戸のある 4二と〈
本開は千葉県の尚Jilli、|凡11司、 JL州ヵ、らう11われたIli'i物で

あるが、うに 1，ちには到ると乙こづの妙lドに群'LL てL る l と
ころが付近の| 市々に! 土なく、同のうlt維の早 l '戸二とを証 L
てしるつ
4  蔓ものの代表オ庁ソスラフシ/

蔓茎航物は他に i

へ‘ L  しっ
5  その他の暖地性のli山中71}が多L ニとの
i U H中1よはオオノ、 y ヘカクレ : / 、イゥーヘボタン

ボウフウ、 1， y クリイハラ、ウラン/ マゾウ( 果) 、マル
パレ/ ヤリンノ、イ、コウモリカスラ、ヒメユズリハ、ヒメ
ヨモギ、 ハマヘクソカスラ、 ァドゾハアカザ、 ハマヒジ
キ、 タフノキ、キンカクシ、 欠イミンタチパナなとであ
匂(

6  その他、
!日j物で驚L 、たのはユウレイクラゲのw係30仰にも遣す
るものが多数打ちあげられてL 、る。また、ヒワカライシ

- イトマキヒトデ、パフンウニ、カ戸ザ: 、ヒライソブJ ニ、
ワタトリカイメ νなと'2:)↓んじ tl苅"もiiJ品で 100 舶に余
っヤJ采られたU

矢の島の将来
) ; . の防の閉廷を次の IJL/段ι分ける

l  オ 1) ープ[*]
mi:Eの耕地を一層、除 j//l と耕作をifd豆、平j也J':iuiにオ
リーフを栽前 L 、各株に 2依内外の石j火を!jf!j L  、結'X促
進させる。和11'丈の上は家) みの特産と銘打ってオリーフ漬
けを山の土川と L 亡!似ヲじする
2  タフ閣とツノ: キ| 事|

5 月一杯の紅葉は和! ともたとえようのできなし市1業:のん
とも言えるニとで、オリーフの花とともμ宣伝し、制光
客の船をiP，すニと、 111J /1寺に11./1 1'に多L 、ツノくキを保護し
開花させて花を観賞、同時にf，{f討1を土産，-':'1版売さす 4 と
であるシ
なお、オリーフ出、村州1などはさ全量買付し、 レヅテノレ

の新意ln'のもとι改めて販売するふと c

3. ヤダケ林の保存
占有の一部分，-.:.{土保政l時代治ミレJ のiii物と L て必らず手足ドフ

4  ウ" メチ) / の常緑J白骨f
丙北の断! 長雨iの常緑の校はそのまま保存 L ，づ手0 )風を

| 幼くニとである l ふの存従によってオリ フ、，ノ p 、キ.
ヤタケなとの安全性が保iiil: されるものであるハ
5  モモ、 、力人ビワの栽培は禁1 .1.:
耕作地をみるとフトウ、モモなとが栽府 L てあった

ものは資難などの防書ヵ、大きL 、カミら械だfしなし )j泊、よ L
と考える。勿論、島に監悦人を置くとすると、 /::j題は別
であるが、それより 11 然の )'L さを総ての人々 f 観賞寸
るJjf(i同 県主 L-'


